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一　

は
じ
め
に

今
日
で
も
、
我
々
が
「
花
見
」
と
言
う
と
き
、
ふ
つ
う
桜
の
花
を
指
す
よ
う
に
、
桜
の
花
は
日
本
人
に
と
っ
て
特
別
な
花
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
本
稿
が
考
察
の
対
象
と
す
る
『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
の
、
栲
亭
に
よ
る
序
文
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

我
國
之
有
櫻
也
、
猶
之
蜀
之
海
棠
乎
、
廣
之
素
馨
乎
。
當
二
、
三
、
四
月
之
間
、
行
而
吟
風
晨
、
坐
則
醉
月
夕
。
何
山
不
繡
、
何
水

不
縟
。
實
使
三
春
增
價
者
也
。
唐
人
愛
牡
丹
、
不
稱
其
名
、
直
曰
花
、
國
人
之
於
櫻
亦
然
。
而
牡
丹
艷
絶
、
梅
花
淸
絶
、
櫻
則
兼
之
。

賈
玄
靖
嘗
以
海
棠
爲
花
中
神
仙
。
余
乃
謂
非
櫻
不
足
稱
神
仙
矣
。
所
謂
艷
外
之
艷
、
花
中
之
花
也
夫（
１
）。

 　

我
が
国
の
桜
有
る
や
、
猶
ほ
之こ
れ

蜀
の
海
棠
か
、
広
の
素
馨
の
ご
と
き
か
。
二
、
三
、
四
月
の
間
に
当
た
り
、
行
き
て
風
晨
を
吟
じ
、

坐
す
れ
ば
則
ち
月
夕
に
酔
ふ
。
何
れ
の
山
ぞ
繡ぬ

は
れ
ざ
ら
ん
、
何
れ
の
水
ぞ
縟し
げ

か
ら
ざ
ら
ん
。
実ま
こ
とに

三
春
を
し
て
価
を
増
さ
し
む
る

者
な
り
。
唐
人 

牡
丹
を
愛
し
、
其
の
名
を
称
せ
ず
、
直た

だ
花
と
曰
ふ
、
国
人
の
桜
に
於
け
る
も
亦
た
然
り
。
而
る
に
牡
丹
は
艷
絶
た

り
、
梅
花
は
清
絶
た
り
、
櫻
は
則
ち
之
を
兼
ぬ
。
賈
玄
靖 

嘗
て
海
棠
を
以
て
花
中
の
神
仙
と
為
す
。
余 

乃
ち
謂
へ
ら
く
桜
に
非
ず
ん

ば
神
仙
を
称
す
る
に
足
ら
ず
と
。
所
謂
艷
外
の
艷
、
花
中
の
花
な
る
か
な
。

唐
人
が
た
だ
「
花
」
と
言
っ
た
の
は
牡
丹
で
あ
っ
た
が
、
日
本
人
に
と
っ
て
そ
れ
は
桜
で
あ
り
、
そ
れ
は
牡
丹
の
「
艷
絶
」
と
梅
の
「
清
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絶
」
を
兼
ね
備
え
る
、
と
栲
亭
は
絶
賛
し
て
い
る
。
か
よ
う
に
日
本
人
に
と
っ
て
特
別
な
花
で
あ
り
な
が
ら
、
中
国
に
お
け
る
作
例
は

多
く
な
い（

２
）。
で
は
、
漢
詩
に
ど
う
詠
み
込
め
ば
よ
い
の
か
、
こ
の
問
題
に
一
つ
の
回
答
を
提
出
し
た
の
が
『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
で
あ
る
。

序
文
は
次
の
よ
う
に
続
く
。

然
在
異
邦
則
未
聞
焉
。
其
稱
櫻
者
皆
櫻
桃
、
而
非
我
所
謂
櫻
也
。
或
以
爲
垂
絲
海
棠
、
肖
則
肖
矣
。
要
之
一
種
之
名
花
、
不
必
較
然

否
。
大
氐
地
隔
千
里
、
不
同
風
雨
。
一
草
而
鄕
鄕
異
狀
、
一
花
而
境
境
殊
品
、
不
特
此
而
已
。
儻
使
唐
宋
已
還
騷
侶
韻
士
之
流
一
睹
之
、

寧
鉗
其
繡
口
、
使
桃
李
擅
場
。
櫻
亦
不
幸
哉
。

今
採
其
詠
垂
絲
海
棠
者
、
備
作
例
。
蓋
資
之
肖
也
。
若
乃
觸
類
而
姸
其
思
、
引
伸
而
新
其
詞
、
則
在
哲
匠
運
用
何
如
耳
。
安
永
己
亥

之
春　

源
之
熙

 　

然
る
に
異
邦
に
在
り
て
は
則
ち
未
だ
焉こ
れ

を
聞
か
ず
。
其
の
桜
と
称
す
る
は
皆
桜
桃
な
り
て
、
我
が
所
謂
桜
に
非
ざ
る
な
り
。
或

い
は
以
て
垂
絲
海
棠
と
為
す
は
、
肖
る
は
則
ち
肖
た
り
。
之
を
要
す
る
に
一
種
の
名
花
、
必
ず
し
も
然
る
や
否
や
を
較
べ
ず
。
大お
お
よ
そ氐

地 

千
里
を
隔
つ
れ
ば
、
風
雨
を
同
じ
う
せ
ず
。
一
草
あ
り
て
郷
郷
に
状
を
異
に
し
、
一
花
あ
り
て
境
境
に
品
を
殊
に
す
、
特た

だ
此

の
み
な
ら
ず
。
儻も

し
唐
宋
已
還
の
騷
侶
・
韻
士
の
流
を
し
て
之
を
一
睹
せ
し
む
れ
ば
、
寧な
ん

ぞ
其
の
繡
口
を
鉗と

ぢ
て
、
桃
李
を
し
て

場
を
擅
ほ
し
い
ま
ま

に
せ
し
め
ん
や
。
桜
も
亦
た
不
幸
な
る
か
な
。

 　

今
其
の
垂
絲
海
棠
を
詠
む
者
を
採
り
て
、
作
例
に
備
ふ
。
蓋
し
資
の
肖
た
れ
ば
な
り
。
乃
ち
類
に
触
れ
て
其
の
思
を
姸う
る
はし
く
し
、

引
伸
し
て
其
の
詞
を
新
し
く
す
る
が
若ご
と

き
は
、
則
ち
哲
匠
の
運
用
何い
か
ん如
に
在
る
の
み
。
安
永
己
亥
之
春　

源
之
熙

「
異
邦
」、
中
国
で
は
桜
の
こ
と
が
話
題
に
な
ら
な
い
し
、
な
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
「
桜
桃（
３
）」
で
あ
っ
て
桜
で
は
な
い
。
そ
こ
で
栲
亭

は
、
垂
絲
海
棠（
４
）が

詠
ま
れ
た
作
品
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
、
桜
の
作
例
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
肖
る
は
則
ち
肖
た
り
。

之
を
要
す
る
に
一
種
の
名
花
、
必
ず
し
も
然
る
や
否
や
を
較
べ
ず
」
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
類
似
し
た
名
花
の
描
写
を
参
照
し
よ
う
と

い
い
、
植
物
と
し
て
同
種
で
あ
る
と
の
断
定
は
避
け
て
い
る
慎
重
な
態
度
に
注
意
し
た
い
。

村
瀬
栲
亭
（
一
七
四
四
~
一
八
一
八
）
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
京
都
の
儒
学
者
、
漢
学
者
。
姓
は
源
、
名
は
之ゆ
き
ひ
ろ熙
、
字
は
君
績
、
号
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は
栲
亭
。
若
く
し
て
妙
法
院
門
跡
侍
講
と
な
り
、
六
如
上
人
ら
と
交
流
し
た
。
そ
の
後
秋
田
侯
佐
竹
氏
に
召
さ
れ
て
藩
儒
と
な
り
、
藩

政
に
参
与
し
た
。
弟
子
に
田
能
村
竹
田
が
い
る（

５
）。
南
宋
の
詩
人
陸
游
に
は
、
元
代
に
編
ま
れ
た
選
集
『
精
選
陸
放
翁
詩
選
』
が
あ
る
が
、

こ
れ
に
栲
亭
が
増
補
を
加
え
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
増
続
陸
放
翁
詩
選
』
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
筆
者
が
論
じ

た
こ
と
が
あ
る（

６
）。

『
垂
絲
海
棠
詩
纂
』
は
、
楓
に
関
す
る
『
楓
樹
詩
纂
』
と
同
じ
く
安
永
八
年
（
己
亥
、
一
七
七
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
後
述

す
る
が
、
例
言
、
総
攷
、
詩
話
、
剪
綵
、
賦
類
、
詩
類
の
部
立
て
か
ら
な
る
。
妹
尾
和
夫
氏
は
、
内
題
の
後
に
「
平
安　

源
之
熙
君
績

父　

纂
輯
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
父
の
周
節
の
遺
稿
を
栲
亭
が
編
集
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が（

７
）、
こ
の
「
父
」

は
尊
称
で
あ
り
（「
甫
」
に
通
ず
）、
栲
亭
に
よ
る
序
文
に
も
父
と
の
関
係
に
言
及
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
栲
亭
自
身
の
編
纂
に
よ
る
書

籍
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
村
瀬
家
の
学
識
が
こ
れ
ら
の
書
籍
に
は
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
桜
花
と
垂
絲
海
棠
の
類
似
性
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
ず
、『
垂
絲
海
棠
詩
纂
』
が
引
用
す
る
類
書
・
花
譜
を
主
な
対
象
と

し
て
、
初
歩
的
な
考
察
を
加
え
た
い
。
先
行
研
究
の
蓄
積
が
決
し
て
多
く
は
な
い
栲
亭
を
対
象
と
し
な
が
ら（

８
）、

村
瀬
家
の
学
問
を
支
え

た
書
籍
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
で
、
近
世
日
本
の
知
識
人
が
接
し
得
た
漢
籍
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

二　
『
垂
絲
海
棠
詩
纂
』
の
構
成

前
述
の
よ
う
に
、『
垂
絲
海
棠
詩
纂
』
は
例
言
、
総
攷
、
詩
話
、
剪
綵
、
賦
類
、
詩
類
の
部
立
て
で
構
成
さ
れ
る
。
各
部
立
て
に
つ
い

て
は
、
例
言
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
例
言
を
各
則
ご
と
に
見
て
み
よ
う
。

是
編
也
、
爲
詠
櫻
花
者
發
作
例
也
。
首
擧
總
攷
者
、
以
覈
名
實
、
辯
同
異
也
。
如
詩
話
、
聊
存
掌
故
耳
。

 　

是
の
編
や
、
桜
花
を
詠
う
者
の
為
に
作
例
を
発
す
る
な
り
。
首は
じ
めに
総
攷
を
挙
ぐ
る
は
、
以
て
名
実
を
覈し
ら

べ
、
同
異
を
辯
ず
る
な
り
。

詩
話
の
如
き
は
、
聊
か
掌
故
を
存
す
る
の
み
。
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こ
の
則
で
は
総
攷
と
詩
話
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
桜
花
と
垂
絲
海
棠
の
名
称
と
実
際
を
考
察
し
、
異
同
を
論
じ
る
の
が
総
攷
で
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
て
い
る
の
が
詩
話
だ
と
説
明
さ
れ
る
。
総
攷
に
は
、
一
字
下
げ
て
「
按
」
で
始
ま
る
考
察
が
い
く
つ
か
挟
ま
れ
て
い

る
。『
本
草
綱
目
』
を
引
用
し
た
段
に
続
く
考
察
を
見
て
み
よ
う
。

按
國
人
所
謂
櫻
、
非
華
人
所
謂
櫻
也
。
華
人
所
謂
櫻
、
卽
櫻
桃
也
。
鶯
鳥
好
含
之
、
故
又
有
含
桃
・
鶯
桃
之
名
。『
禮
』、「
仲
夏
、
天

子
羞
以
含
桃
、
先
薦
寢
廟
」、
是
也
。
其
花
有
紅
白
二
種
、
古
人
多
愛
之
。
故
或
以
爲
其
所
愛
者
、
非
櫻
桃
、
國
人
所
謂
櫻
也
。
或
證
以

宋
景
濂
詩
、
其
詩
曰
、「
賞
櫻
日
本
盛
於
唐
、
如
被
牡
丹
兼
海
棠
。
恐
是
趙
昌
所
難
畫
、
春
風
纔
起
雪
吹
香
」。
殊
不
知
宋
聞
其
名
未
見

其
花
、
錯
認
爲
櫻
桃
耳
。
其
實
非
櫻
桃
之
類
也
。
然
櫻
之
名
在
我
國
不
必
改
可
矣
。
楚
人
謂
虎
爲
老
蟲
、
姑
蘇
人
謂
鼠
爲
老
蟲
。
此
猶

比
隣
而
名
實
不
同
、
況
於
重
譯
之
國
乎
。
︙
︙

 　

按
ず
る
に
国
人
の
所い
は
ゆ
る謂

桜
は
、
華
人
の
所
謂
桜
に
非
ざ
る
な
り
。
華
人
の
所
謂
桜
は
、
即
ち
桜
桃
な
り
。
鶯
鳥 

好
み
て
之
を
含
む
、

故
に
又
た
含
桃
・
鶯
桃
の
名
有
り
。『
禮
』
に
、「
仲
夏
、
天
子
羞す
す

む
る
に
含
桃
を
以
て
し
、
先ま

づ
寝
廟
に
薦
む
」
と
、
是
な
り
。
其

の
花 

紅
白
二
種
有
り
、
古
人 

多
く
之
を
愛
す
。
故
に
或
い
は
以お

も為
へ
ら
く
其
の
愛
す
る
所
は
、
桜
桃
に
非
ず
し
て
、
国
人
の
所
謂
桜

な
り
と
。
或
い
は
証
す
る
に
宋
景
濂
の
詩
を
以
て
す
、
其
の
詩
に
曰
く
、「
桜
を
賞
す
る
は
日
本 

唐
よ
り
盛
ん
な
り
、
牡
丹
の
海
棠

に
兼
ね
ら
る
る
が
如
し
。
恐
ら
く
は
是
れ
趙
昌
も
画
き
難
き
所
、
春
風 

纔わ
づ

か
に
起
こ
り
て
雪 

香
を
吹
く
」
と
。
殊
に
宋
の
其
の
名
を

聞
き
て
未
だ
其
の
花
を
見
ざ
る
を
知
ら
ず
し
て
、
錯
ま
り
て
桜
桃
と
認
め
為
す
の
み
。
其
の
実 

桜
桃
の
類
に
非
ざ
る
な
り
。
然
る
に

桜
の
名 

我
が
国
に
在
り
て
必
ず
し
も
改
め
ず
し
て
可
な
り
。
楚
人 

虎
を
謂
ひ
て
老
虫
と
為
し
、
姑
蘇
の
人 

鼠
を
謂
ひ
て
老
虫
と
為

す
。
此
れ
猶
ほ
比
隣
に
し
て
名
実
同
じ
か
ら
ず
、
況
ん
や
重
訳
の
国
に
於
い
て
を
や
。
︙
︙

こ
こ
で
栲
亭
は
、「
華
人
」
す
な
わ
ち
中
国
人
が
言
う
と
こ
ろ
の
桜
が
「
桜
桃
」
で
あ
り
、
そ
の
別
名
に
「
含
桃
」
や
「
鶯
桃
」
が
あ
る

こ
と
を
『
礼
記
』
月
令
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
宋
濂
の
詩（
９
）を

証
拠
と
す
る
立
場
に
反
駁
し
、
日
本
と
中
国
で
「
桜
」
と
い
う

名
前
の
指
す
植
物
が
異
な
っ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
れ
は
楚
人
と
姑
蘇
の
人
が
い
う
「
老
虫
」
が
指
す
動
物
が
異
な
る
よ
う
な
も
の
だ
、

と
述
べ
て
い
る
。
総
攷
で
は
海
棠
に
関
す
る
書
籍
や
類
書
を
引
用
し
て
、
垂
絲
海
棠
を
含
む
海
棠
各
種
に
つ
い
て
の
記
述
を
列
挙
し
て
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い
る
。

次
の
詩
話
に
は
、
楊
貴
妃
の
「
海
棠
の
睡
」
や
、
杜
甫
の
詩
に
海
棠
が
詠
わ
れ
な
い
こ
と
へ
の
宋
人
の
疑
問）
（1
（

な
ど
、
海
棠
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
詩
話
に
お
い
て
は
、
さ
す
が
に
垂
絲
海
棠
に
限
定
し
て
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
の
部
立
て
で
も
確
認
し
て
い
く
が
、
垂
絲
海
棠
の
詠
ま
れ
方
を
桜
に
援
用
す
る
、
と
い
う
姿
勢
を
打
ち
出
し
な

が
ら
、
全
体
と
し
て
は
よ
り
広
く
海
棠
に
ま
つ
わ
る
故
事
・
語
彙
を
収
め
て
い
る
点
が
、
こ
の
『
垂
絲
海
棠
詩
纂
』
と
い
う
書
籍
の
特

徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

凡
海
棠
詩
、
單
詞
隻
句
、
可
入
垂
絲
科
者
、
另
撰
剪
綵
以
充
詩
料
。

　

凡
そ
海
棠
の
詩
、
単
詞
隻
句
、
垂
絲
科
に
入
る
る
べ
き
者
、
另べ
つ

に
剪
綵
を
撰
し
て
以
て
詩
料
に
充あ

つ
。

こ
の
則
は
「
剪
綵
」
に
つ
い
て
の
説
明
だ
が
、「
詩
料
に
充あ

つ
」
と
い
う
よ
う
に
、
詩
句
を
抜
き
出
し
て
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、「
天
姿
」
と
い
う
詩
語
に
は
、
双
行
注
で
「
蘇
軾
詩
、
自
然
富
貴
出
天
姿
、
不
待
金
盤
薦
華
屋
（
自
然
の
富
貴　

天
姿
に
出
づ
、
金

盤　

華
屋
に
薦
む
る
を
待
た
ず
）」
と
い
う
句
が
引
用
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
蘇
軾
「
寓
居
定
惠
院
之
東
、
雜
花
滿
山
。
有
海
棠
一
株
、
土

人
不
知
貴
也
（
定
恵
院
の
東
に
寓
居
す
、
雑
花 
山
に
満
つ
。
海
棠
一
株
有
り
、
土
人 

貴
き
を
知
ら
ざ
る
な
り）

（（
（

）」
の
第
七
、
八
句
で
あ

る
。
こ
の
詩
は
「
酒
暈
」、「
睡
足
」
の
条
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。

こ
こ
で
は
も
う
一
例
、
陸
游
詩
の
引
用
を
見
て
み
た
い
。「
紅
芳
」
の
条
に
は
、
陸
游
「
花
時
遍
游
諸
家
園
十
首
」
そ
の
二）
（1
（

の
全
句

（
七
言
絶
句
）
が
引
用
さ
れ
る
。

爲
愛
名
花
抵
死
狂　
　

名
花
を
愛
す
る
が
為
に
抵
死
し
て
狂
ひ

只
愁
風
日
損
紅
芳　
　

只
だ
愁
ふ　

風
日
の
紅
芳
を
損
な
ふ
を

露
章
夜
奏
通
明
殿　
　

露
章）
（1
（

　

夜
奏
す　

通
明
殿

乞
借
春
陰
護
海
棠　
　

春
陰
を
乞
借
し
て
海
棠
を
護
ら
し
め
ん
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こ
の
詩
は
陸
游
が
成
都
で
詠
ん
だ
も
の
で
、
海
棠
の
紅
い
花
が
風
や
日
に
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
玉
帝
の
住
む
通
明
殿
に
上
奏
し
て
、

「
春
陰
」、
春
霞）
（1
（

で
花
を
保
護
し
て
も
ら
お
う
と
結
ん
で
い
る
。『
垂
絲
海
棠
詩
纂
』
例
言
に
は
「
垂
絲
科
に
入
る
る
べ
き
者
」
と
言
っ
て

い
る
が
、
こ
の
絶
句
は
垂
絲
海
棠
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
表
現
を
用
い
て
い
る
と
は
判
断
で
き
ず
、
単
に
海
棠
の
こ
と
を
詠
っ
て
い
る

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う）

（1
（

。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
剪
綵
」
の
部
に
挙
げ
ら
れ
る
詩
語
に
つ
い
て
も
、
垂
絲
海
棠
に
限
ら
ず
、

海
棠
が
詠
わ
れ
た
詩
か
ら
広
く
収
集
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
の
一
則
は
、「
賦
類
」
の
部
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。

班
椽
曰
、
賦
者
、
古
詩
之
流
也
。
故
冠
以
賦
。

班
椽
曰
く
、
賦
は
、
古
詩
の
流
な
り
。
故
に
冠
す
る
に
賦
を
以
て
す
。

班
椽
と
は
班
固
の
こ
と
で
、「
賦
は
、
古
詩
の
流
な
り
」
と
は
、『
文
選
』
冒
頭
に
あ
る
「
両
都
賦
序
」
に
見
え
る
。「
賦
類
」
に
は
元
の

陳
樵
、
明
の
夏
允
彝
と
陳
子
龍
の
「
垂
絲
海
棠
賦
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ら
の
賦
は
康
熙
四
十
五
年
（
一
七

〇
六
）
に
陳
元
龍
等
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
御
定
歴
代
賦
彙
』
巻
百
二
十
五
に
採
ら
れ
て
お
り
、
拷
亭
が
該
書
か
ら
こ
れ
ら
の
作
品
を

引
用
し
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
引
用
の
際
に
参
照
さ
れ
た
書
籍
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
改
め
て
論
じ
た
い
。

最
後
の
二
則
は
「
詩
類
」
の
部
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
前
則
は
「
垂
絲
海
棠
」
を
詠
っ
た
詩
を
収
録
す
る
、
と
い
う
原
則

を
前
提
と
し
、
そ
こ
か
ら
の
例
外
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
い
る
。

四
唐
竝
無
垂
絲
之
詠
、
意
是
貼
梗
・
垂
絲
概
稱
海
棠
、
已
如
鄭
谷
二
律
、
係
之
垂
絲
、
亦
似
無
害
矣
。
然
題
不
曰
垂
絲
者
、
不
在
撰

錄
之
例
、
獨
梅
聖
兪
詩
、『
事
文
類
聚
』
係
之
垂
絲
。
且
句
中
有
線
海
棠
字
、
則
無
可
疑
也
。
凡
宋
元
來
所
得
之
賦
及
詩
、
僅
廿
一
首
、

媿
攷
索
淺
近
。
不
免
窐
漏
之
誚
、
倘
有
淹
洽
名
家
、
幸
勿
慳
補
拾
。

 　

四
唐
並
び
に
垂
絲
の
詠
無
し
、
意お
も

ふ
に
是
れ
貼
梗
・
垂
絲 

概
ね
海
棠
と
称
す
、
已
に
鄭
谷
が
二
律
の
如
く
、
之
を
垂
絲
に
係か

く
る

も
、
亦
た
害
無
き
に
似
た
り
。
然
る
に
題
に
垂
絲
と
曰
は
ざ
る
者
、
撰
録
の
例
に
在
ら
ず
、
独
り
梅
聖
兪
が
詩
、『
事
文
類
聚
』
之
を
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垂
絲
に
係
く
。
且
つ
句
中
に
線
海
棠
の
字
有
れ
ば
、
則
ち
疑
ふ
べ
き
無
き
な
り
。
凡
そ
宋
元
来 

得
る
所
の
賦
及
び
詩
、
僅
か
廿
一
首
、

攷
索
の
浅
近
な
る
を
媿
づ
。
窐
漏
の
誚そ
し
りを

免
れ
ず
、
倘も

し
淹
洽
の
名
家
有
ら
ば
、
幸
ひ
に
補
拾
を
慳を

し
む
勿
か
れ
。

ま
ず
、
唐
詩
に
は
垂
絲
海
棠
を
詠
ん
だ
作
が
な
い
と
し
、
そ
れ
は
貼
梗
海
棠
・
垂
絲
海
棠
で
あ
っ
て
も
単
に
海
棠
と
称
し
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
詩
類
」
に
は
原
則
と
し
て
「
垂
絲
」
と
題
し
て
い
な
い
も
の
は
採
ら
な
い
と
し
な
が
ら
、

梅
尭
臣
の
「
海
棠
」
詩
は
そ
の
例
外
で
は
あ
る
も
の
の
、『
事
文
類
聚
』
が
こ
の
詩
を
垂
絲
海
棠
に
分
類
し
て
お
り）

（1
（

、
か
つ
詩
句
に
「
線

海
棠
」（「
要
使
呉
同
蜀
、
須
看
線
海
棠
︹
要も

し
呉
を
し
て
蜀
に
同
じ
か
ら
し
め
ん
と
す
れ
ば
、
須
ら
く
線
海
棠
を
看
る
べ
し
︺」）
と
あ

る
の
で
問
題
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。「
詩
類
」
に
お
い
て
は
こ
の
例
外
を
除
き
、「
垂
絲
海
棠
」
を
詩
題
に
冠
す
る
詩
だ
け
が
収
録
さ

れ
て
い
る
が
、
末
尾
に
「
附
小
桃
詩
」
と
し
て
「
小
桃
」
を
詩
題
に
含
む
詩
を
四
首
採
っ
て
い
る
。
最
後
の
一
則
は
こ
の
付
録
に
対
す

る
説
明
で
あ
る
。

小
桃
不
是
另
種
、
特
花
中
之
先
登
者
、
而
足
與
梅
花
鬪
奇
較
賞
矣
。
今
殿
垂
絲
、
以
供
騷
將
之
驅
使
云
。

 　

小
桃 

是
れ
另
種
な
ら
ず
、
特こ
と

に
花
中
の
先
登
な
る
者
に
し
て
、
梅
花
と
奇
を
闘
は
せ
賞
を
較
ぶ
る
に
足
る
。
今 

垂
絲
に
殿
し
ん
が
り

と

し
、
以
て
騒
将
の
駆
使
に
供
す
と
云
ふ
。

「
小
桃
」
に
つ
い
て
は
、「
総
攷
」
の
最
後
に
陸
游
『
老
学
庵
筆
記
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。

歐
陽
公
・
梅
宛
陵
・
王
文
恭
集
、
皆
有
「
小
桃
」
詩
。
歐
陽
詩
云
、「
雪
裏
花
開
人
未
識
、
摘
來
相
顧
共
驚
疑
。
便
須
索
酒
花
前
醉
、

初
見
今
年
第
一
枝
」。
初
但
謂
桃
花
有
一
種
早
開
者
耳
。
及
遊
成
都
、
始
識
所
謂
小
桃
者
、
上
元
前
後
卽
著
花
、
狀
如
垂
絲
海
棠
。
曾
子

固
『
雜
識
』
云
、「
正
月
二
十
間
、
天
章
閣
賞
小
桃
」。
正
謂
此
也
。

 　

歐
陽
公
（
欧
陽
脩
）・
梅
宛
陵
（
梅
尭
臣
）・
王
文
恭
（
王
珪
）
集
ふ
に
、
皆
「
小
桃
」
詩
有
り
。
歐
陽
詩
に
云
ふ
、「
雪
裏　

花
開

き
て
人
未
だ
識
ら
ず
、
摘
来
し
て
相
い
顧
み
て
共
に
驚
疑
す
。
便
ち
須
ら
く
酒
を
索
め
て
花
前
に
酔
ふ
べ
し
、
初
め
て
見
る　

今
年　
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第
一
枝
」
と
。
初
め
但
だ
謂お
も

へ
ら
く
桃
花
の
一
種
早
に
開
く
者
有
る
の
み
と
。
成
都
に
遊
ぶ
に
及
び
、
始
め
て
所
謂
小
桃
な
る
者
を

識
る
、
上
元
前
後
に
即
ち
花
を
著
く
、
状
は
垂
絲
海
棠
の
如
し
。
曾
子
固
（
曾
鞏
）『
雜
識
』
に
云
ふ
、「
正
月
二
十
間
、
天
章
閣
に

小
桃
を
賞
す
」
と
。
正
に
此
を
謂
ふ
な
り
。

陸
游
は
、
成
都
で
「
小
桃
」
を
実
見
す
る
ま
で
は
、
単
に
早
咲
き
の
桃
の
花
だ
と
思
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
彼
が
「
状
は
垂
絲
海

棠
の
如
し
」
と
い
う
よ
う
に
姿
形
が
似
て
お
り
、
ま
た
「
梅
花
と
奇
を
闘
は
せ
賞
を
較
ぶ
る
に
足
る
」、
早
咲
き
の
美
し
さ
を
持
つ
か
ら

こ
そ
、『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
は
付
録
と
し
て
収
録
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
例
言
の
各
則
を
見
て
い
き
な
が
ら
、『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
の
構
成
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
は
、
冒
頭

の
部
立
て
で
あ
る
「
総
攷
」
で
は
垂
絲
海
棠
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
・
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、「
詩
話
」、「
剪
綵
」
の
部
に
お
い

て
は
、
海
棠
を
対
象
と
し
た
詩
話
や
詩
句
で
あ
れ
ば
、
垂
絲
海
棠
に
限
定
せ
ず
採
録
し
て
い
る
。
そ
の
傾
向
は
「
詩
類
」
に
も
見
ら
れ
、

付
録
と
し
て
「
小
桃
」
を
詠
ん
だ
詩
も
収
め
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
垂
絲
海
棠
の
み
で
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
が
、
垂
糸
海
棠
に
拘
泥
す
る
よ
り
は
、
実
際
の
詩
作
に
供
す
る
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
視
点

を
変
え
れ
ば
、
こ
の
書
籍
か
ら
は
村
瀬
家
が
手
に
取
る
こ
と
の
で
き
た
資
料
、
書
籍
の
活
用
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
節
で
は
、
引

用
書
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

三　
『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
が
引
用
す
る
類
書
・
花
譜
を
め
ぐ
っ
て

『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
が
編
ま
れ
る
に
当
た
り
、
参
照
さ
れ
た
書
籍
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
ま
ず
は
「
総
攷
」
の
冒
頭
の
引
用

を
見
て
み
よ
う
。

沈
立
『
海
棠
記
』
曰
、
江
浙
間
、
又
有
一
種
、
柔
枝
長
蔕
、
顏
色
淺
紅
、
垂
英
向
下
、
如
日
蔫
。
謂
之
垂
絲
海
棠
。

 　

沈
立
『
海
棠
記
』
に
曰
く
、
江
浙
の
間
、
又
た
一
種
有
り
、
柔
枝
長
蔕
に
し
て
、
顔
色
浅
紅
た
り
、
英
を
垂
れ
て
下
に
向
か
ひ
、
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日
に
蔫し
ぼ

め
る
が
如
し
。
之
を
垂
絲
海
棠
と
謂
ふ
。

 　
（
双
行
注
）
陳
思
『
海
棠
譜
』、『
事
文
類
聚
』、『
合
璧
事
類
』、『
事
言
要
玄
』、『
花
史
左
編
』、『
華
夷
花
木
考
』、『
類
書
纂
要
』、

竝
引
此
文
。

沈
立
『
海
棠
記
』
は
、『
直
斎
書
録
解
題）
（1
（

』
巻
十
「
農
家
類
」
に
「『
海
棠
記
』
一
巻
、
呉
人
沈
立
撰
」
と
あ
り
、
撰
者
は
お
そ
ら
く
『
宋

史
』
巻
三
三
三
に
「
歷
陽
人
」（
歴
陽
は
現
在
の
安
徽
省
和
県
）
と
し
て
伝
記
が
あ
る
北
宋
の
沈
立
で
あ
ろ
う
。『
海
棠
記
』
自
体
は
管

見
の
限
り
現
存
し
な
い
。
双
行
注
の
「
並
び
に
此
の
文
を
引
く
」
と
い
う
言
い
方
は
、
微
妙
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
拷
亭
も
『
海
棠
記
』

そ
の
も
の
を
実
見
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
注
に
引
か
れ
る
書
籍
に
つ
い
て
、『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
と
の
関
係
を
含
め
以
下

に
概
観
し
た
い
。

・ 

陳
思
『
海
棠
譜
』︙
︙
南
宋
の
陳
思
の
撰
。
陳
思
の
序
の
末
尾
に
「
開
慶
改
元
長
至
日
敍
」
と
あ
る
の
で
、
開
慶
元
年
（
一
二
五
九
）、

南
宋
末
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
四
庫
提
要
』
は
陳
思
を
書
賈
で
は
な
い
か
、
と
し
、
坊
刻
本
の
一
種
と
見
て
い

る
。『
百
川
学
海
』、『
四
庫
全
書
』、『
香
艷
叢
書
』
に
収
め
ら
れ
る
。
沈
立
『
海
棠
記
』
の
当
該
記
事
は
、
三
巻
本
の
巻
上
に
見
え

る
。
ま
た
『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』「
詩
類
」
と
洪
适
「
垂
絲
海
棠
」、
梅
尭
臣
「
海
棠
」
が
重
複
す
る
。

・ 『
事
文
類
聚
』
︙
︙
南
宋
の
祝
穆
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』、
新
集
・
外
集
は
元
の
富
大
用
が
補
っ
た
類
書
で
あ
る
。
後
集
巻
三
十
一

に
「
海
棠
花
」
の
部
立
て
が
あ
り
、『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』「
詩
類
」
と
は
梅
尭
臣
「
海
棠
」、
楊
万
里
「
垂
絲
海
棠
」
二
首
、
楊
万
里

「
垂
絲
海
棠
盛
開
」
が
重
複
す
る
。
な
お
沈
立
『
海
棠
記
』
の
引
用
は
、『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
の
引
用
部
分
に
「
與
此
不
類
、
蓋
強
名

耳
（
此
と
類
せ
ず
、
蓋
し
強
ひ
て
名
づ
く
る
の
み
）」
と
続
い
て
い
る
。
日
本
で
の
刊
本
に
は
元
和
古
活
字
版
（
元
和
年
間
は
一
六
一

五
~
二
四
）、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
版
が
あ
る
。

・ 『
合
璧
事
類
』
︙
︙
南
宋
の
謝
維
新
『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』、
別
集
と
外
集
は
虞
載
に
よ
る
補
編
で
あ
る
。
謝
維
新
に
よ
る
序
文
に

は
「
寶
祐
丁
巳
大
呂
既
望
」
と
あ
る
の
で
、
宝
祐
五
年
（
一
二
五
七
）、
南
宋
末
に
編
ま
れ
た
類
書
で
あ
る
。
別
集
巻
二
十
九
の
花
門

に
「
海
棠
花
」
の
部
立
て
が
あ
り
、
付
録
の
「
垂
絲
海
棠
花
」
に
は
、『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』「
剪
綵
」
の
「
不
自
持
」
条
に
引
か
れ
る
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南
宋
の
任
希
夷
（
号
は
斯
庵
）「
垂
絲
海
棠
」、「
詩
類
」
楊
万
里
「
垂
絲
海
棠
」
二
首
、
楊
万
里
「
垂
絲
海
棠
盛
開
」
が
重
複
す
る
。

『
海
棠
記
』
の
当
該
記
事
は
、「
格
物
藂
話
」
の
条
に
出
典
を
明
記
し
な
い
形
で
収
録
さ
れ
る
。
日
本
に
は
嘉
靖
年
間
の
版
本
が
入
っ

て
き
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

・ 『
事
言
要
玄
』
︙
︙
『
四
庫
提
要
』（
類
書
類
存
目
）
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
万
暦
四
十
年
（
一
六
一
二
）
の
挙
人
で
あ
る
陳
懋
学
に
よ

る
撰
で
、
天
部
三
巻
、
地
部
八
巻
、
人
部
十
四
巻
、
事
部
四
巻
、
物
部
三
巻
、
全
三
十
二
巻
で
構
成
さ
れ
る
。
物
部
巻
一
に
「
海
棠
」

の
部
立
て
が
あ
り
、「
花
譜
」（
陳
思
『
海
棠
譜
』
か
）
の
条
に
『
海
棠
記
』
の
記
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

・ 『
花
史
左
編
』
︙
︙
『
四
庫
提
要
』（
譜
録
類
存
目
）
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
明
の
王
路
（
字
は
仲
遵
、
嘉
興
︹
現
浙
江
省
嘉
興
市
︺
の

人
）
に
よ
る
、
花
の
品
目
や
故
実
を
集
め
た
書
で
あ
る
。『
浙
江
通
志
』
巻
二
四
四
に
は
二
十
四
巻
、
天
啓
元
年
（
一
六
二
一
）
の
李

日
華
に
よ
る
序
が
載
せ
ら
れ
る
と
あ
る
。
し
か
し
現
行
の
『
花
史
左
編
』
は
二
十
七
巻
で
、
李
日
華
の
序
は
な
く
、
陳
継
儒
の
序
と

王
路
に
よ
る
自
識
が
巻
頭
に
あ
り
、
増
え
た
三
巻
は
後
か
ら
補
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
『
提
要
』
は
判
断
し
て
い
る
。『
海
棠

記
』
の
記
事
は
巻
四
「
花
之
辨
」
に
見
え
る
。
日
本
に
は
万
暦
年
間
の
版
本
が
入
っ
て
き
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

・ 『
華
夷
花
木
考
』
︙
︙
明
の
慎
懋
官
に
よ
る
撰
で
、
自
序
及
び
李
時
英
の
序
に
は
、
万
暦
九
年
（
一
五
八
一
）
と
い
う
年
号
が
見
え

る
。『
華
夷
花
木
考
』
は
六
巻
だ
が
、
鳥
獸
考
一
巻
、
珍
玩
考
一
巻
、
続
考
三
巻
、
雑
考
一
巻
を
併
せ
た
『
華
夷
花
木
鳥
獣
珍
玩
考
』

十
二
巻
と
し
て
通
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
花
木
考
』
巻
四
に
「
山
茶
花
」
の
後
に
「
海
棠
」
の
条
が
見
え
る
が
、
現
行
本
で
は

こ
の
二
条
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
改
行
し
て
「
海
棠
記
一
卷
、
陳
氏
曰
呉
人
沈
立
撰
」、「
賈
躭
著
百
花
譜
、
以
海
棠
爲
花
中
神
僊
」
と
あ

る
だ
け
で
、
当
該
記
事
は
見
え
な
い
。
あ
る
い
は
現
行
本
に
欠
落
が
あ
る
か
（
待
考
）。

・ 『
類
書
纂
要
』
︙
︙
明
の
璩
崑
玉
撰
、
十
二
巻
。
沈
際
飛
の
序
に
は
崇
禎
甲
戌
（
八
年
、
一
六
三
五
年
）
と
い
う
年
号
が
見
え
、
書
名

も
『
古
今
類
書
纂
要
増
刪
』
と
な
っ
て
い
る
。
巻
十
一
花
部
の
「
海
棠
花
」
の
条
に
『
海
棠
記
』
の
当
該
記
事
が
見
え
る
。
日
本
で

は
『
新
刊
古
今
類
書
纂
要
』
の
名
で
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
版
本
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
沈
立
『
海
棠
記
』
の
記
事
一
条
に
引
か
れ
る
書
籍
は
、
南
宋
か
ら
明
に
か
け
て
の
類
書
・
花
譜
で
あ
り
、
栲
亭
は
こ

れ
ら
を
博
捜
し
確
認
し
た
上
で
収
録
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
花
譜
・
類
書
の
利
用
に
つ
い
て
、
先
に
見
た
陸
游
「
花
時
遍
游
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諸
家
園
十
首
」
そ
の
二
の
転
句
「
露
章
夜
奏
通
明
殿
（
露
章　

夜
奏
す　

通
明
殿
）」
の
異
同
を
例
と
し
て
見
て
み
た
い
。
こ
の
句
の

「
露
章
」（
上
奏
す
る
文
書
を
指
す
）
は
、『
剣
南
詩
稿
』・『
名
公
妙
選
陸
放
翁
詩
集
』・『
増
続
陸
放
翁
詩
選
』
及
び
『
淵
鑑
類
函
』
巻
四

〇
五）
11
（

は
み
な
「
綠
章
」（
道
士
が
天
に
奏
上
す
る
札
）
に
作
る
。
後
に
続
く
「
通
明
殿
」
が
玉
帝
の
居
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
綠
章
」
の

方
が
語
彙
の
結
び
つ
き
は
強
い
が
、「
露
章
」
で
も
句
意
は
通
る
。
そ
し
て
、「
露
章
」
に
作
る
の
は
、
管
見
の
限
り
、
二
種
の
『
群
芳

譜
』
及
び
『
広
事
類
賦）
1（
（

』
巻
三
十
「
海
棠
」
の
引
用
で
あ
る
。
同
一
人
物
に
よ
り
編
ま
れ
た
『
垂
絲
海
棠
詩
纂
』
と
『
増
続
陸
放
翁
詩

選
』
で
本
文
が
異
な
る
の
は
興
味
深
い
が）

11
（

、
前
者
が
類
書
・
花
譜
か
ら
引
用
し
て
い
る
こ
と
の
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
。

『
群
芳
譜
』
は
、『
二
如
亭
群
芳
譜）
11
（

』
と
そ
れ
を
増
補
し
た
『
佩
文
斎
広
群
芳
譜）
11
（

』
の
二
つ
が
あ
る
が
、『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』「
総
攷
」

に
引
か
れ
る
『
群
芳
譜
』
と
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト）

11
（

を
比
較
す
る
と
、『
二
如
亭
群
芳
譜
』
と
一
致
す
る
。
以
下
は
、
垂
糸
海
棠
と
西
府
海

棠
に
関
す
る
記
述
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

（『
二
如
亭
群
芳
譜
』）
垂
絲
海
棠
、
樹
生
、
柔
枝
長
蔕
、
花
色
浅
紅
。
又
有
枝
梗
略
堅
、
花
色
稍
紅
者
、
名
西
府
海
棠
。

 （『
佩
文
斎
広
群
芳
譜
』）
垂
絲
海
棠
︹
双
行
注
︺
樹
生
、
柔
枝
長
蔕
、
花
色
浅
紅
。
蓋
由
櫻
桃
接
之
而
成
、
故
花
梗
細
、
長
似
櫻
桃
。

其
瓣
叢
密
、
而
色
嬌
媚
。
重
英
向
下
、
有
若
小
蓮
。

西
府
海
棠
︹
双
行
注
︺
又
有
枝
梗
略
堅
、
花
色
稍
紅
。

『
佩
文
斎
広
群
芳
譜
』
で
は
、
傍
線
部
の
記
述
が
増
え
て
い
る
が
、『
垂
絲
海
棠
詩
纂
』
の
引
用
に
は
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
を
見

る
限
り
で
は
『
二
如
亭
群
芳
譜
』
か
ら
引
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
詩
話
」
の
部
立
て
を
見
る
と
、『
太
真
外
伝
』、
呂
初
泰
『
雅

称
』、『
王
禹
偁
詩
話
』、『
閲
耕
餘
録
』、『
冷
斎
夜
話
』（
二
則
の
う
ち
の
前
者
）
は
『
二
如
亭
群
芳
譜
』
の
引
用
と
重
な
る
。
そ
の
一
方

で
、「
剪
綵
」
の
「
媚
柯
」
条
に
引
か
れ
る
宋
祁
詩）
11
（

、「
柳
借
軽
」
条
の
劉
子
翬
詩）
11
（

、「
烟
軽
露
重
」
条
の
劉
兼
詩）
11
（

は
『
佩
文
斎
広
群
芳

譜
』
の
増
補
部
分
と
重
な
っ
て
お
り
、
栲
亭
が
こ
れ
を
見
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い）

11
（

。
一
方
で
、『
佩
文
斎
広
群
芳
譜
』
が
増
補

し
て
い
る
范
成
大
の
「
垂
糸
海
棠
」
詩
（「
春
工
葉
葉
與
絲
絲）
11
（

」）
を
『
垂
絲
海
棠
詩
纂
』
は
採
っ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
前
言
に
「
攷

索
の
浅
近
な
る
を
媿
づ
」
と
あ
る
の
は
単
な
る
謙
遜
の
辞
で
は
な
く
、
短
期
間
に
編
集
さ
れ
た
書
籍
で
あ
っ
た
か
。
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他
の
類
書
や
花
譜
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
「
剪
綵
」・「
詩
類
」
の
引
用
を
見
て
み
て
も
、
そ
の
引
用
元
と
お
ぼ
し
き
書
籍
は
錯
綜
し
て

お
り
、
単
純
に
整
理
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
例
え
ば
、「
剪
綵
」
の
「
仙
品
」
の
条
に
は
、
王
安
石
の
詩
と
し
て
「
不
奈
神
仙
品
、
何
辜

造
化
恩
（
神
仙
の
品
を
奈い
か
んと
も
す
る
な
し
、
何
ぞ
造
化
の
恩
に
辜そ
む

か
ん
）」
と
い
う
句
が
引
か
れ
て
い
る
が
、『
全
宋
詩
』
巻
六
十
四
は
、

こ
の
詩
を
王
禹
偁
「
商
山
海
棠
」
と
す
る
。
こ
の
句
を
王
安
石
詩
と
す
る
の
は
『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
別
集
巻
二
十
九
及
び
『
淵
鑑

類
函
』
で
あ
り
、
二
種
の
『
群
芳
譜
』
は
王
禹
偁
詩
と
し
て
い
る
。

ま
た
、「
剪
綵
」
の
「
糸
糸
」
の
条
に
は
、
韓
渥
の
詩
と
し
て
「
鬱
鬱
蒼
髯
真
道
友
、
絲
絲
紅
萼
是
鄕
人
（
鬱
鬱
た
る
蒼
髯 

真
に
道

友
、
糸
糸
た
る
紅
萼　

是
れ
郷
人
）」
と
い
う
句
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
二
種
の
『
群
芳
譜
』
及
び
『
淵
鑑
類
函
』
と
一
致
し
て

お
り
、『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
は
「（
東
）
坡
」
と
記
し
て
い
る
（
蘇
軾
「
三
月
二
十
日
開
園
三
首
」
そ
の
三
、『
蘇
軾
詩
集
』
巻
三
十

七
）。
以
上
の
「
剪
綵
」
の
二
例
は
共
に
『
淵
鑑
類
函
』
と
一
致
し
て
い
る
が
、『
淵
鑑
類
函
』
は
前
述
し
た
陸
游
詩
の
引
用
が
一
致
し

て
い
な
い
。

そ
し
て
、「
詩
類
」
を
見
る
と
、
栲
亭
が
そ
れ
ら
類
書
・
花
譜
を
見
比
べ
て
校
勘
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
楊
万
里
「
垂

糸
海
棠
」
二
首
（
そ
の
二
、
七
言
絶
句
、『
楊
万
里
集
箋
校）
1（
（

』
巻
八
）
の
起
句
に
は
、「
不
關
殘
醉
未
酲
鬆
（
残
酔
に
関
わ
ら
ず
し
て
未

だ
酲
鬆
せ
ず
）」
と
あ
る
が
、
こ
の
本
文
は
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』、『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
句

に
は
双
行
注
が
あ
り
、「
醉
」
に
つ
い
て
「『
群
芳
譜
』
作
酒
」
と
あ
り
、
ま
た
「
未
酲
鬆
」
に
つ
い
て
「『
群
芳
譜
』、『
淵
鑑
類
函
』
竝

作
醉
難
醒
」
と
あ
る
。
栲
亭
が
底
本
と
し
て
拠
っ
た
書
籍
は
断
定
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
楊
万
里
の
詩
句
に
つ
い
て
は
、『
群

芳
譜
』
や
『
淵
鑑
類
函
』
に
異
な
る
本
文
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
双
行
注
に
そ
の
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
栲
亭
が
類
書
・
花
譜
を
縦
横
に
利
用
し
な
が
ら
『
垂
絲
海
棠
詩
纂
』
を
編
ん
で
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
例

を
検
討
し
な
が
ら
見
て
き
た
。
そ
も
そ
も
栲
亭
が
見
て
い
た
テ
キ
ス
ト
と
我
々
が
今
日
実
見
で
き
る
そ
れ
と
が
同
一
で
な
い
可
能
性
も

含
め
、
個
別
の
引
用
が
ど
の
類
書
・
花
譜
に
も
と
づ
く
の
か
を
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
楊
万
里
の
詩
句
に
校
勘
の
注
釈
が
施
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
栲
亭
が
複
数
の
類
書
・
花
譜
を
用
い
て
『
垂
絲
海
棠
詩
纂
』
を
編
集
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。『
垂
絲

海
棠
詩
纂
』
か
ら
は
、
近
世
日
本
の
知
識
人
に
よ
る
、
類
書
や
花
譜
の
よ
う
な
資
料
を
集
成
し
た
書
籍
の
積
極
的
な
活
用
を
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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四　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
詩
纂
の
全
体
的
な
構
成
と
引
用
さ
れ
る
類
書
・
花
譜
に
つ
い
て
、
初
歩
的
な
調
査
の
報
告
を
行
っ
た
。
最
後
に
見
て
い

き
た
い
の
は
、
こ
う
し
て
『
垂
絲
海
棠
詩
纂
』
を
編
ん
だ
栲
亭
が
、
桜
花
を
ど
の
よ
う
に
詩
に
詠
ん
だ
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

判
取
三
春
勝　
　

三
春
の
勝
を
判
取
せ
ば

大
都
属
此
君　
　

大み

な都　

此
の
君
に
属
す

晴
波
洛
神
影　
　

晴
波　

洛
神
の
影

夜
月
巫
山
雲　
　

夜
月　

巫
山
の
雲

輕
縷
綰
霞
細　
　

軽
縷　

霞
を
綰つ
な

ぎ
て
細
く

睡
顔
臨
盞
分　
　

睡
顔　

盞
に
臨
み
て
分
か
つ

倘
教
王
母
識　
　

倘も

し
王
母
を
し
て
識
ら
し
む
れ
ば

應
植
寶
池
濆　
　

応
に
植
う
る
べ
し　

宝
池
の
濆ほ
と
り

 

（
村
瀬
栲
亭
「
桜
花
」、『
栲
亭
初
稿）
11
（

』
巻
二
）

第
一
句
の
「
三
春
の
勝
」
と
い
う
語
は
、『
垂
絲
海
棠
詩
纂
』
序
に
「
実ま
こ
とに

三
春
を
し
て
価
を
増
さ
し
む
る
者
な
り
」
と
あ
る
の
を
想
起

さ
せ
る
。
第
二
句
で
は
、
本
来
竹
を
指
す
「
此
の
君
」
と
い
う
典
故
表
現
を
、
こ
こ
で
は
桜
花
を
指
し
て
使
っ
て
い
る
。
頷
聯
は
女
性

の
イ
メ
ー
ジ
を
桜
花
に
重
ね
る
。
曹
植
「
洛
神
賦
」、
宋
玉
「
高
唐
賦
」
と
、『
文
選
』
所
収
の
賦
を
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま
え
た
対
で
あ
る
。

そ
し
て
、
五
句
目
、
細
い
糸
の
よ
う
な
枝
が
夕
焼
け
を
つ
る
し
て
い
る
、
と
い
う
表
現
は
、『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』「
剪
綵
」
の
「
綰
落

霞
」
の
条
に
引
か
れ
る
王
氏
の
詩）
11
（

を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。

小
樓
風
定
月
初
斜　
　

小
楼　

風
定
ま
り
て
月
初
め
て
斜
め
な
り
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紫
玉
新
枝
綰
落
霞　
　

紫
玉
の
新
枝　

落
霞
を
綰つ

な

ぐ

睡
起
不
堪
重
秉
燭　
　

睡
起
し
て
堪
へ
ず　

重
ね
て
燭
を
秉と

る
に

春
來
愁
殺
海
棠
花　
　

春
来
た
り
て
愁
殺
す　

海
棠
の
花

も
と
の
表
現
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
輕
縷
」
は
若
枝
、「
霞
」
は
「
落
霞
」、
夕
焼
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
六
句
の
「
睡
顔
」

も
、
楊
貴
妃
の
海
棠
の
眠
り
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
り
、
栲
亭
は
こ
の
頸
聯
の
対
を
、『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
に
収
録
す
る
海
棠
を
詠
ん
だ

表
現
を
用
い
て
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
栲
亭
は
ま
た
和
漢
織
り
交
ぜ
た
自
由
な
発
想
を
用
い
て
桜
花
を
詠
み
込
ん
で
も
い
る
。

裊
裊
盈
盈
嬌
不
言　
　

裊
裊　

盈
盈　

嬌
と
し
て
言
は
ず

批
紅
束
素
笑
朝
暾　
　

紅
を
批そ

ぎ
素
を
束
ね
て
朝
暾
に
笑
ふ

流
蘇
攬
結
珠
千
顆　
　

流
蘇　

攬
結
す　

珠
千
顆

霞
縠
掩
遮
雪
滿
園　
　

霞
縠　

掩
遮
す　

雪
満
園

戯
蜨
花
邊
夢
町
媛　
　

戯
蜨　

花
邊
に
町
媛
を
夢
み

　
︹
自
注
︺
宮
人
小
町
有
櫻
花
和
歌
。

睡
鶯
枝
底
想
王
孫　
　

睡
鶯　

枝
底
に
王
孫
を
想
ふ

　
︹
自
注
︺
用
平
忠
度
和
歌
意
。

休
愁
日
逼
東
風
妒　
　

愁
ふ
る
休な

か
れ　

日
び
東
風
の
妒
に
逼せ
ま

ら
る
る
を

恰
有
壽
星
能
返
魂　
　

恰あ
た

か
も
寿
星
の
能
く
返
魂
す
る
有
ら
ん

　
︹
自
注
︺
櫻
町
中
納
言
禱
花
寿
於
泰
山
府
君
事
。

 

（
村
瀬
栲
亭
「
櫻
花
二
首
」
そ
の
二
、『
栲
亭
初
稿
』
巻
三
）
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こ
の
詩
の
前
半
で
は
、
桜
花
の
鮮
や
か
な
美
し
さ
を
、
比
喩
を
用
い
な
が
ら
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
後
半
で
は
、
自
注
に
説
明
す

る
よ
う
に
、
桜
花
に
ま
つ
わ
る
小
野
小
町
、
平
忠
度
の
和
歌）
11
（

、
そ
し
て
能
「
泰
山
府
君
」
の
、
桜
町
中
納
言
（
藤
原
成
範
）
が
泰
山
府

君
に
桜
花
の
寿
命
を
延
ば
し
て
も
ら
う
よ
う
願
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
踏
ま
え
、「
妬
ん
だ
東
風
が
日
に
日
に
花
を
散
ら
そ
う
と
吹
き
つ
け

る
の
を
愁
え
な
く
て
よ
い
、
時
宜
よ
く
老
人
星
が
魂
を
呼
び
も
ど
し
て
く
れ
る
か
ら
」
と
詩
を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
栲
亭
は

桜
花
を
詩
に
詠
み
込
む
と
き
に
、
一
方
で
は
海
棠
の
表
現
を
用
い
つ
つ
、
一
方
で
は
和
歌
な
ど
の
典
故
を
自
在
に
用
い
て
表
現
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
は
、
あ
る
い
は
栲
亭
が
作
詩
を
教
え
た
弟
子
の
た
め
に
編
ま
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

注

（
1
）  

『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
は
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
刊
本
（
内
閣
文
庫
、
請

求
記
号
:
二
〇
五－

〇
〇
三
六
）
に
拠
っ
た
。

（
2
）  

江
戸
時
代
前
中
期
に
お
け
る
、
王
安
石
「
山
桜
」
詩
に
詠
ま
れ
る
「
山
桜
」
が
日
本
の
桜
花
と
同
じ
花
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
に

つ
い
て
は
、
合
山
林
太
郎
「
王
安
石
「
山
櫻
」
詩
と
近
世
日
本
に
お
け
る
サ
ク
ラ
に
つ
い
て
の
議
論
」（
東
英
寿
編
『
唐
宋
八
大
家
の
探

究
』、
花
書
院
、
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
。

（
3
）  

寺
山
宏
『
和
漢
古
典
植
物
考
』（
八
坂
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
和
名
み
ざ
く
ら
・
さ
く
ら
ん
ぼ
（
桜
坊
）、
英
名C

herry tree

。

加
え
て
、
古
典
漢
詩
に
詠
ま
れ
る
の
は
、
し
な
み
ざ
く
ら
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
4
）  

注
（
3
）
前
掲
寺
山
著
に
は
、
海
棠
・
垂
糸
海
棠
は
「
は
な
か
い
ど
う
（
花
海
棠
）」
と
し
て
、
学
名M

alus halliana

、
バ
ラ
科
・
リ

ン
ゴ
属
の
落
葉
喬
木
と
し
て
一
括
り
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
現
在
の
分
類
学
で
ど
の
植
物
に
相
当
す
る
か
と
い
う
問
題
に
は
立
ち
入

ら
ず
、
栲
亭
の
記
述
に
し
た
が
っ
て
海
棠
、
垂
糸
海
棠
を
表
記
す
る
。

（
5
）  

村
瀬
栲
亭
の
伝
記
情
報
に
関
し
て
は
、
妹
尾
和
夫
『
村
瀬
栲
亭
』（
潮
流
社
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
6
）  

拙
稿
「
日
本
人
が
読
ん
だ
陸
游
―
『
増
続
陸
放
翁
詩
選
』
所
収
の
絶
句
に
つ
い
て
」（
静
永
健
・
川
平
敏
文
編
『
東
ア
ジ
ア
の
短
詩
形
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文
学　

俳
句
・
時
調
・
漢
詩
』、
ア
ジ
ア
遊
学
一
五
二
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。『
増
続
陸
放
翁
詩
選
』
は
、
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
請
求
記
号
:
八
六
二－

一
四
五
）
や
、
長
澤
規
矩
也
編
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
第
十
六
輯
（
汲
古
書
院
、

一
九
九
二
年
）
に
収
め
ら
れ
る
影
印
が
あ
る
。

（
7
）  
注
（
5
）
前
掲
著
、
四
十
八
頁
、
八
十
八
~
九
頁
。

（
8
）  

村
瀬
栲
亭
に
つ
い
て
の
研
究
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
細
谷
良
夫
「
藩
校
収
集
の
漢
籍
―
村
瀬
栲
亭
の
東
北
ア
ジ
ア
観
」（『
地

方
史
研
究
』
第
二
二
〇
号
、
一
九
八
九
年
）
は
、
久
保
田
藩
明
徳
館
（
栲
亭
が
仕
え
た
秋
田
藩
）
所
蔵
の
栲
亭
著
『
秇
苑
日
渉
』
か
ら
彼

の
東
北
ア
ジ
ア
観
を
論
じ
て
い
る
。

 
 

鷲
原
具
仁
子
「
村
瀬
栲
亭
の
詩
に
お
け
る
「
閑
」
と
「
世
情
」
に
つ
い
て
」（『
国
語
国
文
』
第
七
十
五
巻
第
十
一
号
、
中
央
図
書
出
版

社
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
漢
詩
に
お
け
る
社
会
批
判
―
村
瀬
栲
亭
と
梅
辻
春
樵
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
十
四
巻
第
三
号
、

至
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
栲
亭
の
漢
詩
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

 
 

徳
田
武
「
上
田
秋
成
と
村
瀬
栲
亭
―
『
上
田
秋
成
全
集
』
訂
正
」（『
江
戸
風
雅
』
第
二
号
、
江
戸
風
雅
の
会
、
二
〇
一
〇
年
）、
徳
田

武
・
宍
戸
道
子
「『
清
風
瑣
言
』 

序
・『
毎
月
集
』
序　

注
解
と
補
説
―
栲
亭
の
秋
成
評
二
種
」（『
江
戸
風
雅
』
第
二
号
、
同
前
）
は
、
上

田
秋
成
と
の
交
流
か
ら
栲
亭
を
論
じ
て
い
る
。

 
 

萩
原
正
樹
「『
増
続
陸
放
翁
詩
選
』
所
収
「
詞
十
九
首
」
と
村
瀬
栲
亭
」（『
日
本
宋
代
文
学
学
会
報
』
第
一
集
、
二
〇
一
五
年
）
は
、『
増

続
陸
放
翁
詩
選
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
陸
游
の
詞
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
9
）  

こ
の
詩
が
『
和
爾
雅
』、『
和
漢
三
才
図
会
』
な
ど
に
引
か
れ
る
も
の
の
、
出
所
未
詳
で
あ
る
こ
と
は
、
注
（
2
）
前
掲
論
文
の
注
（
20
）

（
一
二
〇
頁
）
を
参
照
。「
中
国
基
本
古
籍
庫
」
で
検
索
す
る
と
文
廷
式
（
一
八
五
六
~
一
九
〇
四
）『
純
常
子
枝
語
』
巻
三
十
一
が
見
つ
か

る
が
、
こ
れ
は
「
日
本
明
治
以
前
著
述
、
考
古
者
頗
多
。
今
略
摘
其
有
關
故
實
者
（
日
本
の
明
治
以
前
の
著
述
、
古
を
考
ふ
る
者
頗
る
多

し
。
今 

其
の
故
実
に
関
わ
る
有
る
者
を
略
摘
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
日
本
で
の
議
論
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
10
）  

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
岩
城
秀
夫
「
杜
甫
に
海
棠
の
詩
の
な
い
の
は
何
故
か
―
唐
宋
間
に
お
け
る
美
意
識
の
変
遷
」（
同
『
中
国
人
の
美

意
識
―
詩
・
こ
と
ば
・
演
劇
』、
創
文
社
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。

（
11
）  

『
蘇
軾
詩
集
』
巻
二
十
（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）。
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（
12
）  

前
者
は
第
九
、
十
句
「
朱
唇
得
酒
暈
生
臉
、
翠
袖
卷
紗
紅
映
肉
（
朱
唇　

酒
を
得
て
暈 

臉
に
生
じ
、
翠
袖　

紗
を
巻
き
て
紅 

肉
に
映

ず
）」
を
、
後
者
は
第
十
二
句
「
日
暖
風
輕
春
睡
足
（
日
暖
か
く
風
軽
く
し
て
春
睡
り
足
る
）」
を
そ
れ
ぞ
れ
引
く
。

（
13
）  
銭
仲
聯
『
剣
南
詩
稿
校
注
』
巻
六
（
中
国
古
典
文
学
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）。
ま
た
『
名
公
妙
選
陸
放
翁
詩
集
』
後

集
巻
七
に
「
花
時
遍
游
諸
園
」
と
い
う
詩
題
で
そ
の
二
、
三
が
採
ら
れ
る
。『
増
続
陸
放
翁
詩
選
』
に
は
続
集
（『
名
公
妙
選
陸
放
翁
詩
集
』

後
集
に
相
当
）
巻
七
に
そ
の
一
を
加
え
た
三
首
が
収
め
ら
れ
る
。『
増
続
陸
放
翁
詩
選
』
所
収
詩
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ

た
い
。

（
14
）  

こ
こ
に
は
陸
游
の
別
集
・
選
集
系
統
（「
綠
章
」）
と
類
書
・
花
譜
の
引
用
（「
露
章
」）
と
で
異
同
が
あ
る
。
詳
し
く
は
次
節
に
述
べ
る
。

（
15
）  

杜
甫
「
假
山
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
、
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
に
「
慈
竹
春
陰
覆
、
香
爐
曉
勢
分
（
慈

竹　

春
陰
覆
ひ
、
香
炉　

暁
勢
分
か
る
）」
と
あ
る
。

（
16
）  

「
花
時
遍
游
諸
家
園
十
首
」
そ
の
二
に
は
「
諸
家
園
」
を
指
す
固
有
名
詞
が
表
れ
な
い
た
め
、
そ
の
一
と
連
続
し
た
内
容
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
だ
が
そ
の
一
と
併
せ
て
み
て
も
、
や
は
り
垂
絲
海
棠
と
限
定
で
き
る
よ
う
な
表
現
は
な
い
。

 
 

看
花
南
陌
復
東
阡　
　

花
を
看
る
南
陌　

復
た
東
阡

 
 

曉
露
初
乾
日
正
姸　
　

暁
露　

初
め
て
乾
き
て　

日
正
に
姸う

る
はし

 
 

走
馬
碧
雞
坊
裏
去　
　

馬
を
碧
雞
坊
裏
に
走
ら
せ
て
去ゆ

け
ば

 
 

市
人
喚
作
海
棠
顛　
　

市
人　

喚
び
作
す　

海
棠
顛

（
17
）  

南
宋
の
祝
穆
編
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
後
集
巻
三
十
一（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
請
求
番
号
:
〇
六
一－

〇
〇
〇
一
）

に
「
海
棠
花
」
の
部
立
て
が
あ
り
、
こ
の
詩
の
題
下
注
に
「
以
下
係
垂
絲
海
棠
」
と
あ
る
。

（
18
）  

現
行
の
『
老
学
庵
筆
記
』（
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
と
は
、
い
く
つ
か
文
字
の
異
同
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
所
引
の
本
文
に
従
う
。

（
19
）  

陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
に
拠
る
。

（
20
）  

『
淵
鑑
類
函
』
は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
請
求
番
号
:
子
一
八
八－

〇
〇
〇
一
に
拠
っ
た
。

（
21
）  

清
の
華
希
閔
撰
。
嘉
慶
六
年
（
一
八
〇
一
）
刊
『
重
訂
広
事
類
賦
』
に
拠
る
。

村
瀬
栲
亭
『
垂
糸
海
棠
詩
纂
』
初
探

215



（
22
）  

た
だ
し
『
増
続
陸
放
翁
詩
選
』
の
こ
の
詩
は
栲
亭
の
増
補
部
分
で
は
な
く
、
も
と
づ
く
『
名
公
妙
選
陸
放
翁
詩
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

（
23
）  
明
の
王
象
晋
撰
、
三
十
巻
（
貞
部
花
譜
一
に
海
棠
の
条
）。
天
啓
元
年
（
一
六
二
一
）
刊
本
。

（
24
）  
清
の
汪
灝
等
奉
勅
撰
、
百
巻
（
巻
三
十
五
、
三
十
六
が
海
棠
の
条
）。
康
熙
四
十
七
年
（
一
七
〇
八
）
序
刊
本
。

（
25
）  

『
二
如
亭
群
芳
譜
』
は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
請
求
番
号
:
子
〇
六
八－

〇
〇
〇
九
、『
佩
文
斎
広
群
芳
譜
』
は
同
前
、

請
求
番
号
:
子
〇
六
八－

〇
〇
一
〇
に
拠
っ
た
。

（
26
）  

宋
祁
「
和
晏
尚
書
海
棠
」、
媚
柯
攢
仄
倚
春
暉
、
封
植
寧
同
北
枳
移
。
台
嶺
分
霞
爭
抱
萼
、
蜀
宮
裁
錦
鬪
纏
枝
。

（
27
）  

劉
子
翬
「
海
棠
花
」、
幽
姿
淑
態
弄
春
晴
、
梅
借
風
流
柳
借
輕
。

（
28
）  

劉
兼
「
海
棠
花
」、
淡
淡
微
紅
色
不
深
、
依
依
偏
得
似
春
心
。
烟
輕
虢
國
顰
歌
黛
、
露
重
長
門
低
淚
襟
。　

（
29
）  

こ
の
う
ち
劉
子
翬
と
劉
兼
の
詩
は
『
淵
鑑
類
函
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。

（
30
）  

『
范
石
湖
集
』
巻
十
七
（
中
国
古
典
文
学
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
31
）  

辛
更
儒
箋
校
『
楊
万
里
集
箋
校
』（
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
32
）  

『
栲
亭
初
稿
』
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ジ
タ
ル
画
像
デ
ー
タ
（
請
求
記
号
:
八
七－

七
三－

一
~
三
）
に
拠
っ
た
。

（
33
）  

こ
の
詩
の
作
者
は
、『
佩
文
斎
広
群
芳
譜
』
を
は
じ
め
、『
歴
朝
閨
雅
』
巻
十
一
、『
列
朝
詩
集
』
閨
集
巻
四
、『
四
朝
詩
』
明
詩
巻
一
一

五
す
べ
て
「
董
少
玉
」
の
作
と
す
る
。

（
34
）  

そ
れ
ぞ
れ
、「
花
の
色
は
移
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
わ
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に
」（『
古
今
集
』
春
一
一
三
）、（「
ゆ
き
く
れ

て
木
の
下
か
げ
を
宿
と
せ
ば
花
や
こ
よ
ひ
の
主
な
ら
ま
し
」（『
平
家
物
語
』）
を
指
す
。
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